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事業の目的 

 貝形虫は，二枚貝状の石灰質（方解石：CaCO3）の殻を持ち，豊富な化石記録を残し，

現在も多様化，繁栄している．本研究の目的は，日本海の環境変動に対する貝形虫の環

境適応を明らかにし，日本海の過去—現在—未来までの環境変動を明らかにするための

基礎データを得ることである。 

 

研究背景 

 貝形虫は脱皮を繰り返すことで成長していく。脱皮後は急速に石灰化（数時間から数

日）するため，ほぼ瞬間的な環境（温度，塩分濃度など）の記録を保持している可能性

があり，実際に，水温と化学組成変動が対応しているという報告が数多くなされている

（例えば，Chivas et al., 1985; Dwyer et al., 1995）。しかしながら，この水温−化学組成の

相関は分類群ごとに異なるが，その理由はわかっていない。最近，我々の研究グループ

は，能登半島周辺で採取された Neonesidea oligodentata の殻内における Mg, Sr 分析を行

った（Morishita et al., 2007）。その結果，貝形虫殻には，Mg, Sr 濃度によって異なる 3
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領域が存在することが明

らかとなった。そのため，

水温変化に伴う殻内の化

学組成変化や，分類群の

違い，生活環境の違いに

よる水環境—化学組成相

関の原因を明らかにする

ための基礎データが必要

である。 

  

事業内容 

 サンプル記載 

  ８月，１２月に能登

半島周辺においてサンプ

ル採取を行った。今年度

採取した試料からは，分

析条件を決定するための試料量は得られたが，より多くの測定試料を得られることがで

きなかった。そこで，これまでにすでに採取してある試料（能登半島および神奈川県三

崎市油壷湾）について，生活環境の多様性を明らかにする上で重要な試料の選抜を行っ

た。本研究では上科レベルで異なる貝形虫（Cythere 上科，Bairdia 上科），同種でも生活

環境が異なる種（底生種，葉上種）に注目してサンプルを選択した（図 1）。殻の観察

は，金沢大学フロンティアサイエンス機構設置，キーエンス社製デジタルマイクロスコ

ープ（VHS-900），および，金沢大学理工学域自然システム学類地球コース設置の日本

電子社製の電子顕微鏡（JSM-5600）を使用して観察した。 

 化学分析 

  測定方法 

  金沢大学理工学域自然システム学類地球コース設置の日本電子社製電子線マイク

ロプローズアナライザー(JXA-8800)を使用して，貝形虫の殻断面の化学組成分布，化学

組成測定を行った。 

 まず，貝形虫

の殻幅が，従来研

究（Morishita et al., 

2007 ）の貝形虫

（Neonesidea 属）

よりも薄いことか

ら，試料準備，測

定条件の検討から

行った．その結果，

従来のエポキシ固

化時間よりも長い

時間固化した試料

を作成し，通常の

研磨処理を行うこ

とで，きれいな研

磨面を持つ試料を

作成することがで
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きた（図 2）。ま

た，殻断面の元

素分布測定にお

ける EPMA の測

定条件は，Mg（K

α），Ca（Kα），

Sr（Lα）につい

て ，加 速電 圧

15kV ， 電 流 値

10nA，プローブ

系最小（数 µm

径）で，各測定

点での計測時間

は，50msである．

また，定量分析

で は加 速電 圧

15keV, 電 流 値 

10nA, プローブ

系最小で行った。X 線の強度はピーク，バックグラウンドとも 10 秒間測定した。 

 化学分析からは，殻内の系統的な元素分布の存在が明らかとなった（図 3, 4）。ま

た，この分布と殻の組織とには相関がある（図 5, 6）。 

 

 結果とまとめ 

1. 殻内の元素分布パターンは Podocopa 目（Cythere 上科・Bairdia 上科）で共通した特

徴を持つ。 

2. Cythere 上科と Bairdia 上科の殻内の Mg と Sr の分布パターンは類似するが，Cythere

上科の Mg/Ca 比は低い傾向がある（図 7）。 

3. 貝形虫殻における外側の Mg に富む層の有無は生活場の違いによるものではなく，

系統的な違いに

よるものと考え

られる．しかし，

属内で異なる場

合もあり，殻の

厚さによる違い

の可能性もある。 
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